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(57)【要約】
【課題】本発明は、速効性に優れた消臭性を示し、洗濯後の消臭性に優れ、さらに吸水性
、汚れ吸着抑制性能に優れた消臭性布帛および衣料を提供することを目的とする。
【解決手段】セルロース繊維を含む繊維からなる消臭性布帛であって、繊維の表面に、消
臭剤、皮膜形成型シリコーンおよび皮膜非形成型シリコーンが付着され、前記消臭剤の固
形分付着量（Ａ）および前記皮膜形成型シリコーンの固形分付着量（Ｂ）の関係が、Ａ／
Ｂ＝０．５～１５であり、前記皮膜形成型シリコーンの固形分付着量（Ｂ）および前記皮
膜非形成型シリコーンの固形分付着量（Ｃ）の関係が、Ｂ／Ｃ＝１．０～５０の範囲であ
る消臭性布帛である。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルロース繊維を含む繊維からなる消臭性布帛であって、繊維の表面に、消臭剤、皮膜
形成型シリコーンおよび皮膜非形成型シリコーンが付着され、前記消臭剤の固形分付着量
（Ａ）および前記皮膜形成型シリコーンの固形分付着量（Ｂ）の関係が、Ａ／Ｂ＝０．５
～１５であり、前記皮膜形成型シリコーンの固形分付着量（Ｂ）および前記皮膜非形成型
シリコーンの固形分付着量（Ｃ）の関係が、Ｂ／Ｃ＝１．０～５０の範囲である消臭性布
帛。
【請求項２】
　前記セルロース繊維の前記消臭性布帛に対する含有量が、５０ｇ／ｍ２以上である請求
項１に記載の消臭性布帛。
【請求項３】
　前記消臭性布帛の消臭性能が、アンモニアの２０秒後の消臭率が５０％以上、酢酸の２
０秒後の消臭率が５０％以上である請求項１または２に記載の消臭性布帛。
【請求項４】
　前記消臭性布帛の洗濯５０回後の消臭性能が、アンモニアの２０秒後の消臭率が５０％
以上、酢酸の２０秒後の消臭率が５０％以上である請求項３に記載の消臭性布帛。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の消臭性布帛からなる衣料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、消臭性布帛および衣料に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、社会環境や生活スタイル、ユーザー意識などの変化に伴い、様々な生活の場で消
臭、脱臭への要望が高まっており、それに伴って多種多様な消臭製品が開発、販売されて
いる。その中でも人間の発汗により汗中のアンモニア、酢酸、イソ吉草酸の濃度が上昇し
、汗が乾燥する際に強い悪臭を感じることが多く、衣料品や生活資材用途の関心は特に高
くなっている。そのため、悪臭の原因である汗臭を消臭すること、なかでも汗臭の主原因
であるアンモニア、酢酸を速やかに消臭することが求められている。
【０００３】
　例えば、本出願人は、速効性に優れた消臭性繊維布帛として、特許文献１を提案してい
る。特に汗臭の主原因であるアンモニアに対しての速効性に優れた消臭効果、および吸水
速乾効果を併せ持ち、さらには繰り返し洗濯しても優れた消臭効果と吸水速乾効果とを維
持できるように、複合被膜層の内層が親水性樹脂からなり、複合被膜層の外層が二酸化ケ
イ素と酸化亜鉛との複合物を含むバインダー樹脂からなる複合被膜層を有する消臭性布帛
を提案している。しかしながら、衣料品は消費者が着用する際、週２回の着用を想定する
と半年で４０～５０回程洗濯が行われており、実使用を想定した洗濯の後の消臭性が不足
していた。また、上述の消臭試験方法は２時間後の消臭性能評価であり、さらなる速効性
のある消臭性の実現を求められている。
【０００４】
　ところで、アンダーウェア等の衣料品や寝具には、綿や麻、リヨセル、キュプラ、レー
ヨン、ジアセテート、トリアセテート等のセルロース繊維が多く使用されている。このよ
うな衣料品は、洗濯して繰り返し使用されることが多く、洗濯後の消臭性を求められるこ
とが多い。そこで、本出願人は、セルロース系繊維を用いた、速い消臭速度と高い消臭率
を有し、消臭率に対する優れた洗濯耐久性を有する消臭性繊維製品として、特許文献２を
提案している。セルロース系繊維の表面および内部に無機多孔結晶および消臭物質が担持
されてなる消臭性繊維製品である。しかしながら、洗濯後の消臭性を有するものの、加工
後の生地が疎水性となるため吸水性が不足し、同時に親油性となるため、皮脂汚れを吸着
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しやすいという欠点があった。また、さらなる消臭速効性、洗濯後の消臭性が求められて
いた。
【０００５】
　また、特許文献３では、洗濯後の消臭性を向上するセルロース繊維自体に消臭加工を施
す技術が提案されている。しかしながら、特許文献３では、エステル結合部が親油性を持
つため、皮脂汚れを吸着しやすいという欠点があり、さらに繊維の消臭加工にかかる時間
が長かった。また、消臭性の速効性、洗濯後のさらなる消臭性が求められていた。
　このように、現状において、汗臭の主要成分であるアンモニア、酢酸に対して速効性の
ある消臭性を示し、洗濯後の消臭性に優れ、さらに吸水性、汚れ吸着抑制に優れた消臭性
布帛はまだ得られていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１５－０３４３６６号公報
【特許文献２】国際公開ＷＯ２０１０／０７４３１１号
【特許文献３】特開２０１２－２５１２６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、速効性に優れた消臭性を示し、洗
濯後の消臭性に優れ、さらに吸水性、汚れ吸着抑制性能に優れた消臭性布帛および衣料を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の消臭性布帛は、セルロース繊維を含む繊維からなる消臭性布帛であって、繊維
の表面に、消臭剤、皮膜形成型シリコーンおよび皮膜非形成型シリコーンが付着され、前
記消臭剤の固形分付着量（Ａ）および前記皮膜形成型シリコーンの固形分付着量（Ｂ）の
関係が、Ａ／Ｂ＝０．５～１５であり、前記皮膜形成型シリコーンの固形分付着量（Ｂ）
および前記皮膜非形成型シリコーンの固形分付着量（Ｃ）の関係が、Ｂ／Ｃ＝１．０～５
０の範囲である消臭性布帛である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、速効性に優れた消臭性を示し、洗濯後の消臭性に優れ、さらに吸水性、汚れ
吸着抑制性能に優れた消臭性布帛および衣料を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の消臭性布帛について説明する。ただし、本発明は、以下に説明する実施
形態に記載される構成に限定されることを意図しない。
【００１１】
　本発明の消臭性布帛は、セルロース繊維を含む繊維からなる消臭性布帛であって、繊維
の表面に、消臭剤、皮膜形成型シリコーンおよび皮膜非形成型シリコーンが付着され、こ
れらの付着量を特定の比率にした消臭性布帛である。本発明の消臭性布帛は、消臭剤、皮
膜形成型シリコーンおよび皮膜非形成型のシリコーンが適切な比率で存在することで、速
効性に優れた消臭性、洗濯後の消臭性、吸水性および汚れ吸着抑制性能を両立する。
【００１２】
　前記消臭剤の付着量（Ａ）および前記皮膜形成型シリコーンの付着量（Ｂ）の関係が、
固形分において、Ａ／Ｂ＝０．５～１５である。Ａ／Ｂが０．５以上であれば、速効性に
優れた消臭性および汚れ吸着抑制性能に優れ、好ましくは、１．２以上であり、より好ま
しくは、１．５以上である。Ａ／Ｂが１５以下であれば、洗濯後の消臭性に優れ、好まし
くは、５．０以下であり、より好ましくは、４．０以下である。Ａ／Ｂが０．５未満であ
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ると、皮膜形成型シリコーンの付着量が相対的に多くなり、消臭成分が皮膜形成型シリコ
ーン内部に埋没し、目的とする消臭効果を得ることができない。併せて、皮膜形成型シリ
コーンが多くの皮脂などの汚れを吸着してしまい、汚れ吸着抑制性能が劣る。また、Ａ／
Ｂが１５を超えると、皮膜形成型シリコーンの付着量が相対的に少なくなり、目的とする
洗濯後の消臭性が十分に得られない。
【００１３】
　前記皮膜形成型シリコーンの付着量（Ｂ）および前記皮膜非形成型シリコーンの付着量
（Ｃ）の関係が、固形分において、Ｂ／Ｃ＝１．０～５０である。Ｂ／Ｃが１．０以上で
あれば、洗濯後の消臭性に優れ、好ましくは、１０以上であり、より好ましくは、２５以
上である。Ｂ／Ｃが５０以下であれば、吸水性に優れ、好ましくは、２５以下であり、よ
り好ましくは、２３以下である。Ｂ／Ｃが１．０未満であると、皮膜非形成型シリコーン
の付着量が相対的に多くなり、吸水性能が過剰となることで目的とする洗濯後の消臭性を
得ることができない。また、Ｂ／Ｃが５０を超えると、皮膜非形成型シリコーンの付着量
が相対的に少なくなり、吸水性が十分に得られない。
【００１４】
　本発明に使用されるセルロース繊維としては、特に限定するものではなく、パルプ、ケ
ナフ、綿、麻等の天然セルロース繊維、レーヨン、ポリノジック、キュプラ、リヨセル、
セルローススポンジ等の再生セルロース繊維、ジアセテート、トリアセテート等の半合成
セルロース繊維が挙げられ、これらの中から１種または２種以上を組み合わせて使用する
ことができる。
【００１５】
　なお、セルロース繊維には、動物性繊維や合成繊維を１種または２種以上を組み合わせ
て使用することが可能である。動物性繊維の代表的な繊維として、ウール、シルク、カシ
ミヤ等が挙げられるが、特に限定されない。合成繊維の代表的な繊維として、ポリエステ
ル系繊維、ポリアミド系繊維、ポリアクリル系繊維、ポリウレタン系繊維等が挙げられる
が、特に限定されない。混紡、混織、交撚、交織、交編等で混用される。
【００１６】
　セルロース繊維は、消臭性布帛中に５０ｇ／ｍ２以上含まれることが好ましく、６０ｇ
／ｍ２以上含まれることが、より好ましい。セルロース繊維が５０ｇ／ｍ２以上含まれて
いれば、速効性に優れた消臭性、洗濯後の消臭性および吸水性を向上させることができる
。
【００１７】
　また、本発明において用いられる布帛の形態としては、特に限定されるものでなく、例
えば、織物、編物、不織布が挙げられる。なお、布帛は、必要に応じて、染料や顔料によ
り着色されたものであってもよい。
【００１８】
　ここで、本発明において用いられる消臭剤としては、銀、銅、鉄、亜鉛、マグネシウム
、アルミニウム、ジルコニウムといった金属元素を含む金属系化合物、二酸化ケイ素、ケ
イ酸塩、炭化ケイ素といったケイ素系化合物、ツバキ科の植物から抽出されたカテキンや
カキノキ科、ネムノキ亜科、セリ科、マツ科、バラ科、ブナ科などの植物から抽出された
タンニン等のポリフェノール類、活性炭が挙げられる。これらの中から１種または２種以
上を組み合わせて使用することができる。なかでも、金属系化合物ならびにケイ素系化合
物は洗濯後の消臭性に優れる点で好ましく、防臭性に関わる抗菌性や抗カビ性の効果を発
揮する点で銀および亜鉛がより好ましく、経時変化での着色が生じない点で亜鉛がさらに
好ましい。亜鉛を含む消臭剤としては、例えば、二酸化ケイ素と酸化亜鉛との無定形複合
物を挙げることができる。かかる無定形複合物は、例えば、ケイ酸ナトリウムの水溶液と
、塩化亜鉛や硫酸亜鉛などの水溶性亜鉛化合物の水溶液とを混合して反応させて、ゲル状
の二酸化ケイ素と酸化亜鉛との無定形複合物スラリーを調製し、乾燥させることにより得
られる。亜鉛化合物を用いることで、アンモニア、酢酸等の悪臭成分が、亜鉛との配位結
合により化学吸着され、消臭効果が発揮される。また、消臭性能を有する亜鉛を酸化物と
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し、二酸化ケイ素との複合物にすることで、消臭成分を活性な状態で安定化させ、消臭効
果の持続性を高めることができる。さらに、吸着した悪臭成分の再放出もほとんどない。
【００１９】
　消臭剤の付着量としては、消臭性布帛に対して０．０５～１５ｇ／ｍ２（固形分）であ
ることが好ましい。消臭剤の付着量が０．０５ｇ／ｍ２以上であると、速効性に優れた消
臭性能を得やすく、より好ましくは０．２５ｇ／ｍ２以上、さらに好ましくは０．３５ｇ
／ｍ２以上である。また、消臭剤の付着量が１５ｇ／ｍ２以下であると、コストが高くな
りすぎず、吸水性や風合いを保つことができ、より好ましくは１２ｇ／ｍ２以下である。
【００２０】
　本発明では、皮膜形成型シリコーンと皮膜非形成型シリコーンとを併用する。なお、本
発明において、シリコーン成分が皮膜形成型か皮膜非形成型かを判断する方法は、以下の
通りである。分散液１０ｇをシャーレ上にとり、８０℃で２時間乾燥させた後に常温とし
た際に、皮膜（フィルム状またはシート状）になっている場合は皮膜形成型シリコーンと
判断し、それ以外は皮膜非形成型シリコーンと判断する。
【００２１】
　皮膜形成型シリコーンとは、乾燥させることで皮膜を形成するシリコーン分散体のこと
であり、例えば、反応性を有するシリコーンが挙げられるが、これに限定されるものでは
ない。皮膜形成型シリコーンは繊維上に塗布された後に、乾燥工程によって皮膜化し、他
固形物を繊維に留めるバインダーとして機能する。皮膜形成型シリコーンの付着量として
は、消臭性布帛に対して０．０５～１２ｇ／ｍ２（固形分）であることが好ましく、さら
に好ましくは０．１～１０ｇ／ｍ２である。皮膜形成型シリコーンの付着量が０．０５／
ｍ２未満であると、洗濯後の消臭性が十分に得られないおそれがある。また、皮膜形成型
シリコーンの付着量が１２ｇ／ｍ２を超えると、洗濯後の消臭性は十分であるが、コスト
が高くなりすぎるとともに、吸水性が低下するおそれや風合いが硬くなるおそれがある。
【００２２】
　皮膜非形成型シリコーンとは、溶液を乾燥させた後も皮膜等の固体ではなく、オイル状
やゲル状となるシリコーン分散体のことであり、例えば非反応性の各種変性シリコーンや
シリコーンオイルが挙げられるが、これに限定されるものではない。なかでも、吸水性が
優れる面でアミノ変性シリコーンが好ましい。皮膜非形成型シリコーンは、繊維上に塗布
された後、乾燥されることによって皮膜形成型シリコーンの表面および内部に取り込まれ
ることで、吸水性、汚れ吸着抑制性能を発揮する。皮膜非形成型シリコーンの付着量とし
ては、消臭性布帛に対して０．００１５～４．５ｇ／ｍ２（固形分）であることが好まし
く、さらに好ましくは０．０１～４．０ｇ／ｍ２である。皮膜非形成型シリコーンの付着
量が０．００１５ｇ／ｍ２未満であると、吸水性、汚れ吸着抑制性能が十分に得られない
おそれがある。また、皮膜非形成型シリコーンの付着量が４．５ｇ／ｍ２を超えると、吸
水性能が過剰となり、洗濯後の消臭性が十分に得られないおそれがある。
【００２３】
　消臭剤と皮膜形成型シリコーン、皮膜非形成型シリコーンを布帛に付与し、消臭剤とシ
リコーンの複合物を布帛に付着させる際には、繊維加工において一般的に行われている方
法を用いればよく、例えば、（１）処理液に布帛を浸漬し、８０～１５０℃の浴中で吸尽
処理する方法、（２）処理液に布帛を浸漬、またはスプレーもしくは塗布することにより
、処理液を繊維布帛に含浸させた後、必要に応じて圧搾や遠心脱水等で余剰液を除去し、
次いで８０～１８０℃で熱処理して乾燥する方法を挙げることができる。なかでも、消臭
剤とバインダーの複合物を繊維表面に均一に導入することが可能で、加工時間が短く、洗
濯後の消臭性を有した布帛を容易に得ることができることから、（２）の方法が好ましい
。
【００２４】
　なお、処理液は、必要に応じて紫外線吸収剤、赤外線吸収剤、制電剤、抗菌抗カビ剤、
防虫剤、難燃剤、ｐＨ調整剤等、他の成分を含んでいてもよく、特に限定されない。
【００２５】
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　さらに、処理液で加工した後、消臭性以外の機能性付与を目的とした追加加工を行って
もよい。例えば、制電性や抗菌抗カビ性、難燃性、速乾性、冷温感性、風合い改良、ｐＨ
調整等の機能性付与を目的とした、前記加工方法（１）（２）やタンブラー乾燥機による
リラックス加工、樹脂・金属ロールによるカレンダー加工、研磨機によるバフ加工、樹脂
コーティング加工、フィルム接着加工、生地ボンディング加工等が挙げられる。
【００２６】
　本発明の消臭性布帛は、消臭性および洗濯後の消臭性に優れており、具体的には、消臭
性布帛の洗濯前と洗濯５０回後の消臭率は、アンモニアの２０秒後の消臭率が５０％以上
、３０秒後の消臭率が７０％以上であり、酢酸の２０秒後の消臭率が５０％以上、３０秒
後の消臭率が７０％以上である。上記範囲であれば、本発明の消臭性布帛を用いた製品を
着用した際、汗臭に対する速効性に優れた消臭効果を体感することが出来る。また、アン
モニアの消臭率が７０％以上に到達するまでに要する時間が３０秒以内であれば、着用直
後より消臭効果を感じることが出来る。
【００２７】
　本発明の消臭性布帛は、吸水性に優れており、具体的には、ＪＩＳ　Ｌ１９０７　Ａ法
　水滴滴下法における吸水速度が４０秒以内であり、２０秒以内であると好ましい。４０
秒以内であれば、着用発汗時、吸汗までの時間が短くなり、べとつき感を低減できる。
【００２８】
　本発明の消臭性布帛は、汚れ吸着抑制性能があり、具体的には、後述する汚れ吸着抑制
評価において汚れ吸着率１０％以下である。汚れ吸着率が１０％以下であると、着用で付
着した皮脂等の汚れを洗濯で洗浄することができ、着用を繰り返しても製品全体が黒色等
に変色することを抑制できる。
【００２９】
　本発明の消臭性布帛は、皮膜形成型シリコーンと非形成型シリコーンを適度な比率で存
在させることで、洗濯後の消臭性、吸水性に優れ、さらに汚れ付着抑制性能にも優れる。
【実施例】
【００３０】
　以下、本発明の実施例について説明するが、本発明はこれら実施例に何ら限定されるも
のではない。なお、実施例にて得られた消臭性布帛に対する評価方法は次の通りである。
【００３１】
［初期消臭性］
　アンモニア、酢酸に対する消臭性を評価した。なお、一般社団法人繊維評価技術協議会
によるＳＥＫマーク繊維製品認証基準の検知管法による消臭性試験方法を参考にして測定
した。
【００３２】
（１）アンモニアに対する消臭性
　容量５００ｍｌのガラス容器に、１０ｃｍ×１０ｃｍにカットした試料を入れ、窒素ガ
スを用いて、アンモニア１００ｐｐｍの濃度に調整したガスを注入する。アンモニアを含
有するガスを注入してから２０秒後および３０秒後に、それぞれの容器内の残留アンモニ
ア濃度を、気体検知管（Ｎｏ．３Ｌａ、株式会社ガステック製）を用いて測定し、下記式
により消臭率（％）を算出した。
消臭率（％）＝（Ｄ－Ｅ）／Ｄ×１００
Ｄ：空試験の測定値
Ｅ：試料の測定値
　なお、消臭率が２０秒後に５０％以上、３０秒後に７０％以上であれば、速効性に優れ
た消臭性があると判断できる。
【００３３】
（２）酢酸に対する消臭性
　容量５００ｍｌのガラス容器に、１０ｃｍ×１０ｃｍにカットした試料を入れ、窒素ガ
スを用いて、酢酸５０ｐｐｍの濃度に調整したガスを注入する。酢酸を含有するガスを注
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入してから２０秒後および３０秒後に、それぞれの容器内の残留酢酸濃度を、気体検知管
（Ｎｏ．８１、Ｎｏ．６、ともに株式会社ガステック製）を用いて測定し、アンモニアに
対する消臭率の算出と同様にして、消臭率を算出した。
　なお、消臭率が２０秒後に５０％以上、３０秒後に７０％以上であれば速効性に優れた
消臭性があると判断できる。
【００３４】
［洗濯５０回後の消臭性］
　各試料に対して次の洗濯処理を５０回実施した後、前記消臭性評価試験（１）（２）を
行い、アンモニアおよび酢酸に対して洗濯後の消臭性を求めた。
　なお、消臭率が２０秒後に５０％以上、３０秒後に７０％以上であれば速効性に優れた
消臭性があると判断できる。
（洗濯処理）
　ＪＩＳ－Ｌ０２１７の付表１、洗い方１０３に規定される家庭電気洗濯機を使用し、液
温４０℃の水３０リットルに対しＪＡＦＥＴ標準配合洗剤（ポリオキシエチレンアルキル
エーテル及びアルファオレフィンスルホン酸ナトリウムを配合）４０ｍｌを溶解して洗濯
液とした。この洗濯液に、布：洗濯液の浴比が１：３０になるよう試料および必要に応じ
て負荷布を投入した。次いで、５分間洗濯した後、脱水し、常温の新しい水で２分間すす
ぎ洗いを行い、再度脱水、常温の新しい水で２分間すすぎ洗いし、脱水を行った。この工
程を洗濯１回とした。例えば洗濯１０回とはこの一連の操作を１０回繰り返すことを示し
、洗濯５０回とはこの一連の操作を５０回繰り返すことを示す。繰返し洗濯が完了した後
、直射日光の影響を受けない状態でつり干しし、よく乾燥させた後に評価に用いた。
【００３５】
［吸水性］
　ＪＩＳ　Ｌ１９０７　Ａ法　水滴滴下法に準拠して、測定した。
測定した吸水速度をもとに下記基準で評価した。
　　○：吸水速度が２０秒未満
　　△：吸水速度が２０秒以上４０秒以内
　　×：吸水速度が４０秒を超える
【００３６】
［汚れ吸着抑制評価］
　下準備として、１０ｃｍ×１０ｃｍにカットした試料にスクアランを３００μｌ滴下し
、１時間放置した後に、先述の洗濯処理を１回実施し、８０℃乾燥機で２４時間乾燥させ
る。本試験として、ラウンドメーター（Ｌ－２０、株式会社大栄科学精器製作所製）付属
のステンレスポット３００ｍｌに水道水１００ｍｌと前記下準備を行った試料、５ｃｍ×
５ｃｍにカットした汚染布（Ｎｏ．ＥＭＰＡ１０１、ＥＭＰＡ社製）、直径６ｍｍスチー
ルボール２０個、濃度０．０３３％の合成洗剤（花王株式会社、アタック高活性バイオＥ
Ｘ）水溶液１ｇを入れ、ラウンドメーターを２５℃、１２０分の条件で運転する。運転終
了後、試料を取り出し、５分間流水ですすぎ、室内日陰で吊干しまたは平干しでよく乾燥
させる。評価方法として、試料の５５０ｎｍ光の反射率を測色機（Ｃｏｌｏｒ　ｉ５、Ｘ
－Ｒｉｔｅ社製）で測定し、下記式により汚れ吸着率（％）を算出する。
　汚れ吸着率（％）＝（Ｆ－Ｇ）／Ｆ×１００
　　Ｆ：汚れ吸着前の試料の測定値
　　Ｇ：汚れ吸着後の試料の測定値
　測定した汚れ吸着率をもとに下記基準で評価した。
　　○：汚れ吸着率が１０％以下
　　×：汚れ吸着率が１０％を超える
【００３７】
［使用布帛］
［布帛（１）］
　１１７ｄｔｅｘ／８０フィラメントのキュプラ・ナイロン混繊糸と、４０番手の綿糸、
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２２ｄｔｅｘのポリウレタン糸を用いて、目付１３０ｇ／ｍ２のベア天竺組織の丸編地を
作製し、布帛（１）とした。なお、布帛（１）にはキュプラと綿との合計で、全重量の７
７％のセルロース繊維が含まれており、得られた編地のセルロース繊維含有量は１００ｇ
／ｍ２であった。
【００３８】
［布帛（２）］
　４０番手の綿糸、１１ｄｔｅｘのポリウレタン糸を用いて、目付１４０ｇ／ｍ２のベア
天竺組織の丸編地を作製し、布帛（２）とした。なお、布帛（２）には綿が全重量の９７
％含まれており、得られた編地のセルロース繊維含有量は１３６ｇ／ｍ２であった。
【００３９】
［布帛（３）］
　６０番手の綿糸を用いて、目付１５０ｇ／ｍ２の天竺組織の丸編地を作製し、布帛（３
）とした。なお、布帛（３）は綿１００％であり、得られた編地のセルロース繊維含有量
は１５０ｇ／ｍ２であった。
【００４０】
［布帛（４）］
　８９ｄｔｅｘ／８１フィラメントのキュプラ・ポリエステル混繊糸と、４０番手の綿糸
、２２ｄｔｅｘのポリウレタン糸を用いて、目付１４０ｇ／ｍ２のベア天竺組織の丸編地
を作製し、布帛（４）とした。なお、布帛（４）にはキュプラと綿との合計で、全重量の
３９％含まれており、得られた編地のセルロース繊維含有量は５５ｇ／ｍ２であった。
【００４１】
［布帛（５）］
　８９ｄｔｅｘ／８１フィラメントのキュプラ・ポリエステル混繊糸と、６０番手の綿糸
、２２ｄｔｅｘのポリウレタン糸を用いて、目付１２０ｇ／ｍ２のベア天竺組織の丸編地
を作製したものを、布帛（５）とした。なお、布帛（５）にはキュプラと綿との合計で、
全重量の３８％含まれており、得られた編地のセルロース繊維含有量は４６ｇ／ｍ２であ
った。
【００４２】
[実施例１]
　消臭剤（Ａ）として、（商品名「ザオバタックＮＡＮＯ２０」二酸化ケイ素・酸化亜鉛
無定形複合物含有水分散体：平均粒径：０．５μｍ、大和化学工業株式会社製）と、皮膜
形成型シリコーン樹脂（Ｂ）として、（商品名「ネオステッカーＳＩ」日華化学株式会社
製）、皮膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）として、（商品名「シリコーランＡＮＳ－３０
」ライオン・スペシャリティ・ケミカルズ株式会社製）を混合した処理液に、布帛（１）
を浸漬後、圧搾率が布帛重量に対して１００重量％となるように圧搾機にて圧搾し、次い
で１２０℃で２分間熱処理して乾燥した。かくして、繊維表面に消臭剤（Ａ）、皮脂形成
型シリコーン（Ｂ）、皮脂非形成型シリコーン（Ｃ）の混合物を付着させた布帛を作製し
た。このとき、消臭剤（Ａ）と皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）をＡ／Ｂ＝２．０の割合
、皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）と皮膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）をＢ／Ｃ＝１８
の割合になるよう設定した。なお、消臭剤（Ａ）の付着量としては、布帛全体に対して０
．６８ｇ／ｍ２であった。かくして、実施例１の消臭性布帛を得た。
【００４３】
[実施例２]
　消臭剤（Ａ）と皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）をＡ／Ｂ＝１．２の割合、皮膜形成型
シリコーン樹脂（Ｂ）と皮膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）をＢ／Ｃ＝１０の割合に設定
し、消臭剤（Ａ）の付着量が、布帛全体に対して０．５０ｇ／ｍ２であった以外は、実施
例１と同様に布帛を処理し、実施例２の消臭性布帛を得た。
【００４４】
[実施例３]
　消臭剤（Ａ）と皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）をＡ／Ｂ＝５．０の割合、皮膜形成型
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シリコーン樹脂（Ｂ）と皮膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）をＢ／Ｃ＝２５の割合に設定
し、消臭剤（Ａ）の付着量が、布帛全体に対して０．４４ｇ／ｍ２であった以外は、実施
例１と同様に布帛を処理し、実施例３の消臭性布帛を得た。
【００４５】
[実施例４]
　消臭剤（Ａ）と皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）をＡ／Ｂ＝１．０の割合、皮膜形成型
シリコーン樹脂（Ｂ）と皮膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）をＢ／Ｃ＝５．０の割合に設
定し、消臭剤（Ａ）の付着量が、布帛全体に対して０．５３ｇ／ｍ２であった以外は、実
施例１と同様に布帛を処理し、実施例４の消臭性布帛を得た。
【００４６】
[実施例５]
　消臭剤（Ａ）と皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）をＡ／Ｂ＝７．５の割合、皮膜形成型
シリコーン樹脂（Ｂ）と皮膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）をＢ／Ｃ＝３２の割合に設定
し、消臭剤（Ａ）の付着量が、布帛全体に対して０．６５ｇ／ｍ２であった以外は、実施
例１と同様に布帛を処理し、実施例５の消臭性布帛を得た。
【００４７】
[実施例６]
　消臭剤（Ａ）として、（商品名「ゼオミックＷＳＺＨ１０ＮＳ－３０」銀含有ゼオライ
ト水分散体、平均粒径：２．０μｍ、株式会社シナネンゼオミック製）と、皮膜形成型シ
リコーン樹脂（Ｂ）として、（商品名「ＴＦ－３５００」北広ケミカル株式会社製）、皮
膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）として、商品名「ソフトシリコン１５０」第一工業製薬
株式会社製）を混合した処理液に、布帛（２）を浸漬後、圧搾率が布帛重量に対して１０
０重量％となるように圧搾機にて圧搾し、次いで１２０℃で２分間熱処理して乾燥した。
かくして、繊維表面に消臭剤（Ａ）、皮脂形成型シリコーン（Ｂ）、皮脂非形成型シリコ
ーン（Ｃ）を付着させた布帛を作製した。このとき、消臭剤（Ａ）と皮膜形成型シリコー
ン樹脂（Ｂ）をＡ／Ｂ＝１．５の割合、皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）と皮膜非形成型
シリコーン樹脂（Ｃ）をＢ／Ｃ＝１４の割合になるよう設定した。なお、消臭剤（Ａ）の
付着量としては、布帛全体に対して０．７４ｇ／ｍ２であった。かくして、実施例６の消
臭性布帛を得た。
【００４８】
[実施例７]
　消臭剤（Ａ）と皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）をＡ／Ｂ＝１．８の割合、皮膜形成型
シリコーン樹脂（Ｂ）と皮膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）をＢ／Ｃ＝１５の割合に設定
し、消臭剤（Ａ）の付着量が、布帛全体に対して０．８３ｇ／ｍ２であり、布帛（３）を
使用した以外は、実施例６と同様に処理し、実施例７の消臭性布帛を得た。
【００４９】
[実施例８]
　消臭剤（Ａ）として、（商品名「ザオバタックＮＡＮＯ２０」二酸化ケイ素・酸化亜鉛
無定形複合物含有水分散体：平均粒径：０．５μｍ、大和化学工業株式会社製）と、皮膜
形成型シリコーン樹脂（Ｂ）として、（商品名「ＴＦ－３５００」北広ケミカル株式会社
製）、皮膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）として、（商品名「ソフトシリコン１５０」第
一工業製薬株式会社製）を混合した処理液に、布帛（４）を浸漬後、圧搾率が布帛重量に
対して１００重量％となるように圧搾機にて圧搾し、次いで１２０℃で２分間熱処理して
乾燥した。かくして、繊維表面に消臭剤（Ａ）、皮脂形成型シリコーン（Ｂ）、皮脂非形
成型シリコーン（Ｃ）を付着させた布帛を作製した。このとき、消臭剤（Ａ）と皮膜形成
型シリコーン樹脂（Ｂ）をＡ／Ｂ＝３．０の割合、皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）と皮
膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）をＢ／Ｃ＝９．０の割合になるよう設定した。なお、消
臭剤（Ａ）の付着量としては、布帛全体に対して０．４０ｇ／ｍ２であった。かくして、
実施例８の消臭性布帛を得た。
【００５０】
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[実施例９]
　消臭剤（Ａ）として、（商品名「パンシルＦＧ－６０」カキノキ科抽出ポリフェノール
水溶液：リリース科学工業株式会社製）と皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）として、（商
品名「ＴＦ－３５００」北広ケミカル株式会社製）、皮膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）
として、（商品名「ソフトシリコン１５０」第一工業製薬株式会社製）を混合した処理液
に、布帛（５）を浸漬後、圧搾率が布帛重量に対して１００重量％となるように圧搾機に
て圧搾し、次いで１２０℃で２分間熱処理して乾燥した。かくして、繊維表面に消臭剤（
Ａ）、皮脂形成型シリコーン（Ｂ）、皮脂非形成型シリコーン（Ｃ）を付着させた布帛を
作製した。このとき、消臭剤（Ａ）と皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）をＡ／Ｂ＝２．５
の割合、皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）と皮膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）をＢ／Ｃ
＝１６の割合になるよう設定した。なお、消臭剤（Ａ）の付着量としては、布帛全体に対
して２．１ｇ／ｍ２であった。かくして、実施例９の消臭性布帛を得た。
【００５１】
[比較例１]
　消臭剤（Ａ）と皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）をＡ／Ｂ＝１８の割合、皮膜形成型シ
リコーン樹脂（Ｂ）と皮膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）をＢ／Ｃ＝２３の割合とし、消
臭剤（Ａ）の付着量が、布帛全体に対して０．４５ｇ／ｍ２であった以外は、実施例１と
同様に布帛を処理し、比較例１の消臭性布帛を得た。
【００５２】
[比較例２]
　消臭剤（Ａ）と皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）をＡ／Ｂ＝０．７の割合、皮膜形成型
シリコーン樹脂（Ｂ）と皮膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）をＢ／Ｃ＝０．５の割合とし
、消臭剤（Ａ）の付着量が、布帛全体に対して１．６ｇ／ｍ２であり、布帛（４）を使用
した以外は、実施例９と同様に布帛を処理し、比較例２の消臭性布帛を得た。
【００５３】
[比較例３]
　消臭剤（Ａ）と皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）をＡ／Ｂ＝０．２の割合、皮膜形成型
シリコーン樹脂（Ｂ）と皮膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）をＢ／Ｃ＝２４の割合とし、
消臭剤（Ａ）の付着量が、布帛全体に対して０．１８ｇ／ｍ２であった以外は、実施例８
と同様に布帛を処理し、比較例３の消臭性布帛を得た。
【００５４】
[比較例４]
　消臭剤（Ａ）と皮膜形成型シリコーン樹脂（Ｂ）をＡ／Ｂ＝４．０の割合、皮膜形成型
シリコーン樹脂（Ｂ）と皮膜非形成型シリコーン樹脂（Ｃ）をＢ／Ｃ＝８２の割合とし、
消臭剤（Ａ）の付着量が、布帛全体に対して０．４１ｇ／ｍ２であった以外は、実施例８
と同様に布帛を処理し、比較例４の消臭性布帛を得た。
【００５５】
　実施例１～９および比較例１～４で得られた消臭性布帛について、先述の評価方法で評
価した結果を表１に示した。
【００５６】
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【表１】

【００５７】
　実施例１～９の消臭性布帛は、各悪臭成分に対する消臭性、洗濯後の消臭性、吸水性、
汚れ吸着抑制性能ともに優れていた。なかでも、実施例１～３、６、７の消臭性布帛は、
特に速やかな消臭性を発揮した。また、洗濯による消臭性能の低下もなく、速効性が維持
されていた。さらに、吸水性と汚れ吸着抑制性能も優れていた。
【００５８】
　一方、比較例１の消臭性布帛では、皮膜形成型シリコーンが少ないため洗濯後の消臭性
が得られず、皮膜非形成型シリコーンが少ないため十分な吸水性が得られなかった。また
、比較例２の消臭性布帛では、皮膜非形成型シリコーンが多いため吸水性は有しているが
、洗濯後の消臭性は得られなかった。比較例３の消臭性布帛では、皮膜形成型シリコーン
が相対的に多いため消臭成分が皮膜形成型シリコーン内部に埋没し、消臭性能を得ること
ができなかった。さらに皮膜形成型シリコーンが多いことで、汚れ吸着抑制性能も低いも
のとなった。比較例４の消臭性布帛では、消臭性ならびに洗濯後の消臭性は有していたが
、皮膜非形成型シリコーンが少ないため十分な吸水性を得ることはできなかった。
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